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論

【参考（議員定数の推移）】　
議員数 備　　　　考

H18. ２.13 47 人 １市２町合併による在任特例 (旧長浜 20人 / 旧浅井 15人 / 旧びわ 12人 )

H18. ８. １ 28人 合併後、初の一般選挙 (小選挙区�旧長浜 19人 / 旧浅井５人 /旧びわ４人 )

H22. ２.14 34 人 １市６町合併による増員選挙（旧町ごとに定数１人の小選挙区）

H22. ８. １ 30人 １市６町合併後、初の一般選挙

H26. ８. １ 26人 合併協定に基づき議論の末、定数削減による一般選挙（H30年の一般選挙は同定数）
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
し

様
々
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
中
、
そ
の
取
り

組
み
に
は
継
続
的
な
財
政
出
動
が
予
測
さ

れ
、
本
市
財
政
に
と
っ
て
も
重
い
負
担
と
な

る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
直
面
す
る
一
方
で
、
執

行
機
関
・
議
会
に
関
わ
ら
ず
さ
ら
な
る
行
政

の
効
率
化
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
市

議
会
に
お
い
て
は
、
本
市
の
将
来
を
見
据
え

議
員
定
数
の
削
減
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
か

ら
議
論
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

議
員
定
数
の
削
減
に
あ
た
っ
て
は
、
平
成

30
年
に
議
会
活
性
化
検
討
委
員
会
か
ら
提
出

さ
れ
た
答
申
を
踏
ま
え
、
市
民
意
見
、
人
口

が
同
規
模
の
他
市
議
会
の
議
員
定
数
等
を
参

考
に
、
現
在
の
本
市
が
置
か
れ
て
い
る
状
況

に
鑑
み
、
議
員
定
数
を
次
の
選
挙
か
ら
現
在

の
26
人
を
22
人
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。
ま

た
、
議
員
定
数
の
削
減
を
踏
ま
え
、
長
浜
市

議
会
委
員
会
条
例
の
常
任
委
員
会
の
定
数
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

討
論
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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こ
れ
か
ら
の
新
し
い
議
会
は
、
行
政
の
監
視
機
能
に
加
え
、
政
策
形
成
機
能
を
充
実

さ
せ
、
効
率
的
な
議
会
運
営
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
本
市
の
財
政
状
況

に
あ
り
、
そ
の
体
質
は
、
地
方
交
付
税
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
く
、
合
併
特
例
措
置
の
段

階
的
縮
減
に
よ
り
、
非
常
に
厳
し
い
局
面
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

　

今
後
の
公
共
建
築
物
の
更
新
費
用
と
将
来
の
投
資
見
込
額
を
比
較
す
る
と
、
年
間

10
億
円
の
財
源
が
不
足
す
る
。
人
口
減
少
も
あ
り
病
院
の
再
編
や
し
ょ
う
が
い
者
福

祉
等
の
充
実
も
必
要
で
あ
る
。
つ
ら
く
苦
し
い
時
こ
そ
、
そ
の
先
の
未
来
を
考
え
て

子
ど
も
た
ち
に
つ
け
を
残
さ
な
い
覚
悟
で
、
警
笛
を
鳴
ら
し
て
提
案
す
る
議
員
が
市

民
に
求
め
ら
れ
る
議
員
で
あ
る
。

　

長
浜
市
連
合
自
治
会
正
副
会
長
か
ら
も
意
見
を
伺
い
、
議
員
定
数
削
減
の
方
針
に

は
賛
成
を
い
た
だ
い
た
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
議
会
改
革
に
関
し
て
協
議
し
て
き
た
結
果

を
尊
重
し
、
さ
ら
に
開
か
れ
た
議
会
の
構
築
に
向
け
て
議
員
定
数
を
削
減
す
る
こ
と

が
市
民
の
付
託
に
応
え
る
こ
と
だ
と
考
え
る
。

�
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議
員
定
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削
減
に
反
対
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

髙
山　
　

亨�

議
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議
員
定
数
の
判
断
基
準
は
、
議
会
の
役
割
で
あ
る
「
多
様
な
民
意
を
可
能
な
限
り

反
映
し
て
、
十
分
な
議
論
を
通
じ
て
意
思
決
定
を
図
る
。
そ
し
て
、
行
政
監
視
機
能

を
生
か
し
て
、
公
正
な
運
営
を
図
る
」
と
い
う
点
で
あ
り
、
こ
れ
を
大
事
に
す
べ
き

で
あ
る
が
、
そ
れ
が
弱
ま
る
こ
と
に
な
る
。

　

広
い
長
浜
市
に
お
い
て
は
、
議
会
と
地
域
・
住
民
と
の
距
離
も
、
ま
す
ま
す
広
が
っ

て
し
ま
う
。
多
様
な
地
域･
立
場･

考
え
の
議
員
が
い
て
こ
そ
、
様
々
な
角
度
か
ら

行
政
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
政
策
立
案
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

議
員
不
信
論
や
議
会
不
要
論
か
ら
、
議
員
定
数
削
減
を
持
ち
出
し
て
も
解
決
に
は

な
ら
ず
、
い
か
に
不
満
や
不
信
に
、
真
摯
に
率
直
に
応
え
る
か
ど
う
か
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
経
費
削
減
か
ら
議
員
数
を
減
ら
す
の
も
筋
違
い
で
あ
り
、
活
性
化
委
員
会
の

答
申
に
あ
る
よ
う
に
、
市
民
と
の
意
見
交
換
を
一
定
期
間
十
分
に
行
い
な
が
ら
慎
重

に
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

議員定数４人削減

次回選挙から22人に決定！！
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平
成
29
年
10
月

�　

議
会
基
本
条
例
検
証
の
結
果
、

要
検
討
と
な
っ
た
項
目
に
つ
い

て
協
議
を
す
る
た
め
、
議
会
活

性
化
検
討
委
員
会
を
設
置
。

　

会
派
内
で
議
員
定
数
に
つ
い

て
意
見
整
理
を
し
ま
し
た
。

　議会の役割は、①地域住民の意思と利益を代表し、条例・予算・契約等を決定すること。

②執行機関を監視すること。③地域の利害を調整し地域社会を安定させることです。

　議員定数は22人になりますが、更に議員の政策能力を高め、政策討論によ

る政策提案を活発化させるとともに、地域づくり協議会等との意見交換の場

を増やすなど、地域の声に対処できるよう、全議員が一丸となって更なる努

力をしていきます。

平
成
30
年…

2
月

��　

会
派
内
で
の
協
議
結
果
を
踏

ま
え
、
議
員
定
数
22
人
を
一
案

と
し
て
平
成
30
年
の
改
選
後
速

や
か
に
議
員
定
数
の
議
論
を
始

め
る
よ
う
に
議
会
活
性
化
検
討

委
員
会
か
ら
議
長
に
答
申
さ
れ

ま
し
た
。

　

平
成
30
年
の
改
選
後
、
会
派

代
表
者
会
議
に
お
い
て
各
会
派

の
意
向
を
確
認
の
う
え
、
議
会

運
営
委
員
会
を
中
心
に
議
会
活

性
化
検
討
委
員
会
の
答
申
結
果

を
踏
ま
え
た
定
数
改
正
に
つ
い

て
議
論
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
長
浜
市
連
合
自
治
会

長
等
と
意
見
交
換
し
、
市
民
の

声
を
伺
っ
た
う
え
で
十
分
に
議

論
を
重
ね
ま
し
た
。

・�議案等の審議は各常任委員会で行なっており、各常任委員会での議論に適正な委員数は７人～８人とされ

ています。

・人口規模から３常任委員会（総務教育・健康福祉・産業建設）に必要な人数に議長を加えた人数が22人です。

　　各常任委員会７人×３常任委員会＋議長＝２２人

　　※今回の条例改正により、議長は公平性の観点から、各常任委員会には属さないこととなります。

・�人口類似規模団体（10万～ 12万５千人の 45団体）の平均的な定数は、22.6 人となります。

　（平成の合併（新設合併）を経ていない市議会（合併により議員数が増加していない市議会）の平均値）

・今後の人口減少社会を見据えると全国的な傾向に沿った定数だと考えられます。

・定数削減については大筋賛成する。

・�定数削減に対し市民の声が届きにくくなることが懸念されるので、地域

の声を吸い上げる具体策を考えてほしい。

・�市全体の重要な課題、各地域の個別案件について、市議会として何を優

先すべきか議論し、各会派で一致して優先課題に取り組んでほしい。

　議員定数22人の考え方

　市民の意見（長浜市連合自治会長等と意見交換を行った結果）

　定数見直しの検討　主な経過

定数削減後の対応


